



































































































10）村田 ［1960］、175-176頁およびOguro ［2004b］, S. 157-159参照。明治末から21世紀初めまでカバーするこれら
二つのビブリオグラフィーに記載されている『トーニオ･クレーガー』の邦訳点数を合計すると36点に上る。
11）竹内 ［2003］参照。竹内はこの戦後の教養主義を「大衆教養主義」と呼んでいる。



































































































































































































































を所有していたとは考えにくい。Vgl. GKFA 2.2, 143. 
33）マンはギムナジウムのドイツ語兼ラテン語教師からシラーのバラードを「無比の読書」として教わったと
いう思い出話を披露している。Vgl. E III, 179. しかし『ドン･カルロス』は授業においてではなく、自分で















































































































































































279, 291; 247f., 252, 265）とつぶやくことがあった。その時決まって彼の脳裏に浮かんでいるのは
















































































し戯画になっていることはよく指摘されるところである。Vgl. GKFA 2.2, 146. 
40）実際マンはここでエッカーマンとの対話におけるゲーテのアウグスト・フォン・プラーテンについての発言
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